
1問は全体的

に解き
や
す
い。

第2問
の
デ
ー
タ
の分

析は問題

文が非
常
に
畏
く、

複数

の資料

を短翌哨曲苫
とる
必
要が
あ

る。

第3
問で
は
確率
が

正誤判

定

の形式
で

出題され、
第
4問

の
整数
で
は

循環小数
と
n
進法

の融盆醤霜出題さ
れ、
難
し

い。

単細Tょ酎算戸心り
で
な
く、

思考

力を問

う新プ
ス

トを意識

した問題が
見受
け
ら
れた。

【
数学
n
.

B】

出題形式は

必
答
2
題
と
選
択
2
題
の
計
4

題。

分望『

細笛忽度ンも

に追gg

的。

箪T愈
の一

テ角閲数・

指数

対＇
誘
導が

丁寧な酎算

問題。

確蘊茫

躙玉し
た
い。
第

2問の微分積分は接線や
面積

を考え

る典型的な

問題。

第3

問

の数列は、

誘導
に
従っ
て
複

雑な漸袋を
解
く

問題。

計算

カ
の
差が
つ
き
や
す
い。
第
4問

は空間ベ
ク
ト
ル
が

2年連続の

＂

的`

晉資が訳
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